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●献血活動
12月23日に IAC・RACと献血活動を行いました。100名近い献血が集まりました。
輸血を必要とされている方へのクリスマスプレゼントになったと思います。　/高田東ロータリークラブ
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ガバナーメッセージ

２月は世界理解月間

  “百聞は一見にしかず！”

バンコック国際大会に参加しよう！

ガバナー 石本隆太郎

新年の挨拶回りや賀詞交換会も一段落した 1 月下旬、日本全国を大寒波が襲いました。

大雪に見舞われた首都圏では、数百人が転倒等で病院に搬送されたとのことです。

新潟市内でも、久しぶりに 20 センチを超える積雪で除雪作業に追われましたし、上中下越

の山沿い地域では、道路の除雪や屋根の雪下ろし等で、大変なことになっているようで、

心からお見舞い申し上げます。

1 月のロータリー理解推進月間に続いて、2 月は世界理解月間となっています。「ロータ

リーの友」には、世界中の多くのクラブやロータリアン等の奉仕活動の記事が紹介されて

いますが、私自身、これまでのロータリー活動を振り返って、国際的活動にはあまり熱心

でなかったことに気付かされ、反省しております。

しかし、今から 1 年前、サンディエゴで開催された国際協議会に参加させていただき、

全世界から集まった同期ガバナーエレクト夫妻と共に、様々な研修を受けて来ました。又、

5 月のニューオリンズの国際大会にも参加し、世界各国からのロータリアンが夫婦で楽し

そうに参加している姿を見て、ロータリーが国際的奉仕団体であることを実感しました。

さらに、ガバナー就任後も、Ｒ財団や米山奨学会の委員会主催の会合で外国人奨学生と触

れ合う機会も多くなり、そうした経験の積み重ねが、世界理解につながっていくものと期

待しています。

そんな、数少ない私の国際交流の経験の中で、今でも記憶に残っているのは、20 年程前

ですが、長女が 1 年交換学生としてカナダに留学した時のことです。バンクーバーから 150
キロほど内陸に入った、チリワクという町のロータリークラブにお世話になったのですが、

約 3 ヶ月目にホームシックにかかり、心配になって、夫婦で様子を見に行きました。ホス

ト･ファミリーの高校の校長先生の案内で、娘と一緒にチリワクＲＣの例会に出席したので

すが、時間になると会員の奥さん方が次々に現われ、一緒に食事を始めました。食事の内

容はスープにパンと肉料理だけの簡単なもので、一人 500 円程度を支払ったと思います。

食事の後、会長から紹介され、私のつたない英語で、娘がお世話になっているお礼の挨

拶をさせていただきましたが、アットホームな感じで、感動しました。こうした体験は、

現地に行き体験してみないと分らないことで、格式を重んじる日本流も悪いとは言いませ

んが、夫人の例会参加、安価な食事等々、参考になる点が多くあり、公式訪問の際、いく

つかのクラブで紹介させていただきました。

“百聞は一見にしかず！”と申しますが、世界理解にはより多くの国を訪れ、より多く

の人々と接する以外にはありません。そういう意味からも、5 月に予定されているバンコ

ックの国際大会へ、田中作次ＲＩ会長エレクトへの応援の意味も込めまして、2560 地区内

会員のより多くの参加を期待しております。
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２月「世界理解月間」によせて

国際奉仕委員会 委員長

小林 勇

（柏崎中央ＲＣ）

1905 年 2 月 23 日は、ポール･ハリス以下 4 人がシカゴで始めて会合を開いた日で、ロー

タリーの創立記念日です。よって 2 月は「世界理解月間」と指定され、この月間中、ロー

タリークラブは世界平和に不可欠なものとして、理解と善意を強調するクラブプログラム

を行うよう要請されています。

また 2 月 23 日の創立記念日は「世界理解と平和の日」と定められ、各クラブはこの日、

国際理解と友情と平和へのロータリーの献身を特に認め、強調すべきであるというのが

この月間の淵源であります。

しかし視点を世界情勢に転じてみれば、連日ニュースでイランに対する EU・アメリカ

協調のイラン産原油の禁輸にはじまる経済制裁、新体制となった北朝鮮の動向など、

国同士の世界理解は本当に難題であると痛感します。

ロータリアンは幸に、様々なプロジェクトや青少年交換、米山奨学生、GSE、国際親善

奨学生、海外との姉妹クラブ、WCS 等々、何かを通じて「世界理解」「世界平和」という

とてつもない大テーマに対しても、意識を高める機会に恵まれている方なのかもしれませ

ん。

一つ一つの事象は、ほんの些細な活動や意識の転換かもしれませんが、戦争も平和も、

その全ての根源は、一己の人間に内在する「一念」から端を発しているのも事実です。

一人の意識向上が、やがては総合的に「世界理解と平和の日」という人類にとってプラス

の方向へ進んでいけるように、クラブとしてこの月間を再確認しましょう。

昨年開催の地区「国際奉仕フォーラム」でも協調させていただきましたが、国際奉仕が

強調する「ロータリー友情交換プログラム」も、その第一歩は、自分以外のロータリアン

とまずは「仲良しになる」という日常にはじまり、クラブを超えて近隣クラブと、分区、

地区、という心の広がりが、らさらには地元留学生、県外の他クラブとの交換、学生交換、

海外ロータリアンとの交換、クラブ同士の交換、という流れにつながります。

また逆発想で考えれば、仲の良い、麗しい連帯感に満ちたクラブが、海外に目を向けた、

一つのプログラムを目指す中でさらに意識も向上し、実際に自国以外のロータリアンと加

速度的に仲良しになり、そこにも連帯感が生まれて、新たなプロジェクトを生み出す可能

性をも秘めております。

県内 57 クラブ中、海外との姉妹交流は 21 クラブ。

「新規締結」への検討、「締結継続中の交流活性化」に向けた発展的見直しなども含め、

この月間を是非とも活用していただきたい念願しております。
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青少年受入学生・ROTEX 合同クリスマスパーティー

青少年交換委員会委員長 加藤 祐介（新潟南ＲＣ）

12 月 23 日に青少年交換委員会主催のクリスマスパーティー

を新潟市の ANA クラウンプラザホテル新潟にて開催した。暮

れのご多忙のところを 1 年交換受入れ留学生、1 年交換帰国留

学生、ROTEX（留学経験者）、ホストファミリーのご両親、青

少年交換委員の総勢 15 名でにぎやかなパーティーであった。今

年度の受入れ来日学生は東日本大震災の影響で、グスタホォ君

（ブラジル、新発田 RC）1 名のみである。近況報告では、まだたどたどしい日本語ではあ

るが、日本での生活をエンジョイしていることが伺えた。敬和学園高校では、バレーボー

ル部に所属し徐々に友人も増えているとのこと。ヒヤリングはほぼ日本語を理解している

ようであり、これから一気にしゃべられるようになるであろう。なにより健康に暮らして

いるようでわれわれ委員も一安心した。その健康を支えてくれているホストファミリーの

比企広正（新発田 RC）幸子ご夫妻からは、「食べ物の好き嫌いは無く、手のかからない良

い子」とのお話があった。

ROTEX の企画による体感ゲームで盛

り上がり、各自が 1,000 円以内で持ち寄っ

たプレゼントを交換したりと、楽しい時間

はあっという間にすぎてお開きとなった。

今回のパーティーも ROTEX のみなさ

んには大変お世話になった。企画、運営も

そうだが、なにより受入れ留学生の良き相

談相手になり、また派遣学生のオリエン

テーションには貴重な経験談、アドバイス

を授けてくれる。青少年交換委員会にとっ

ても心強くありがたい存在である。

これからが新潟の冬本番である。グスタ

ホォ君には風邪に気をつけて日本の「お正

月」を体験して、異国文化を吸収してもら

いたいものである。



- 5 -

｢米山記念奨学生選考会｣の報告

米山奨学委員会 奨学生選考委員 高橋 信行（新発田ＲＣ）

第 2560 地区における 2012 学年度｢ロータ

リー米山記念奨学生選考会｣が、去る 2012 年

1月14日、チサンホテル新潟で開催されました。

本年度の応募者は総数 52 名（博士課程 4 名、

修士課程 22 名、学部生 26 名）で、19 名の採用

を巡って真剣に試験に臨みました。

選考会は午前と午後の 2 組に分けて行い、

それぞれ前半は、グループディスカッションで、

（1）コミュニケーション能力（2）論理の明確さ（3）リーダーシップ（4）社会性 など

を判断の基準としました。

後半は個別面接で、すでに提出された｢研究計画書｣｢小論文｣に基づき、日本留学の目的、

研究課題、将来の目標、そしてロータリー運動への理解、参加意欲などを採点しました。

新潟県内の 9 校の大学から推薦を受けた優秀な留学生ばかりで、かなり緊迫したディス

カッションが行われましたが、その中でも成熟した人格の留学生が見出され、合格となり

ました。

これから、19 名の新しい奨学生が、各ロータリークラブにお世話になる事となりますが、

その際には温かく、時には厳しく接していただき、彼らの留学が実りあるものになる様、

ご助力下さいます様お願い申し上げます。
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クリスマス献血呼びかけキャンペーン

新潟北ロータリークラブ インターアクト担当 中山 功

第 14 回クリスマス年末年始献血呼びかけキャンペーン

「あなたの愛を!!」が 2011 年 12 月 23 日新潟市万代で盛

大に開催致しました。

新潟 5 校インターアクトクラブ合同実行委員会のもと多

数の協力、協賛をいただき始まりました。

新潟市内の 5 つのロータリークラブが提唱する、5 つの高

校のインターアクトクラブやローターアクトが合同で献血呼

びかけ活動を始めました。

朝 AM8：00 から準備をして AM9：00 過ぎからチラシの

配布が始まりました。雪がチラつく寒い中、高校生の若い

パワーで大きな声で「○○高校のインターアクトクラブで

す。献血をお願いしま～す！」4,000 枚のチラシが午前中

で無くなり、献血センターのバスも渋滞です。その頃イベ

ントのコンサートが始まりました。学生たちの吹奏楽演奏

やジャズオーケストラやコーラスが始まり沢山の人が集まり

ました。コーラスの締めは新潟北 RC のグリークラブでした。

献血に参加された方 200 人以上、ありがとう御座いました。

献血活動をクリスマスプレゼントに代えて

高田東ロータリークラブ 2011～2012 新世代奉仕委員会 清水 信博

高田東ロータリークラブのなかで恒例となっている、クリスマスに

おける献血活動の紹介を致します。

当クラブにおける献血活動は 20 年以上が経過する伝統活動で、

毎年、12 月のクリスマスの時期に行わ

れています。

メンバーのみならず、IAC・RAC の

協力を頂き、風船・ティッシュを配り、

行き交う人々に献血のお願いをして

回ります。

活気ある献血協力のお願いを展開しており、例年 100 名を超える

市民から献血の申し出があります。県内でも上位に位置する献血

者数と聞いており、有意義な活動であると自負しているところです。

毎年、献血を待ち遠しく待っている市民の方も多く、協力して頂く

常連も多いことも「継続は力なり」と思っているところです。

この献血活動を今後も続け、輸血を必要とされている方へのささ

やかなクリスマスプレゼントになればとメンバー一同張り切っており

ます。
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刺激を受けた「地区会員増強セミナー」

長岡西ロータリークラブ会員増強委員長 田中 誠一郎

石本ガバナーの年度がスタートするやいなや暑さ真っ最中の

7 月 16 日(土)、髙橋登地区クラブ奉仕委員長は 57 クラブの

「会員増強委員長」を呼び寄せた。

驚いた事に午前も午後も石本ガバナー自身が「基調講演」で、

「会員増強の石本」とその名を轟かせた「カラー刷りの各種デー

ター表」を基に熱い口調で解かり易く参加者のやる気に火をつ

けた。ガバナー自身が自ら説いたセミナーは初めてだ。

もとよりガバナーとは JC の委員長時代から一緒で深い友情と

強い絆で結ばれていた。30 年前に戻りここ一番燃えて行こうと

決意してクラブに帰るや、「新入会員の推薦は、全会員一人ひと

りの義務であり、また 権利でもある。」をコンセプトに、この一年

メンバー全員に一人以上推薦してもらう「推薦カード」を提出して貰い、毎月「推薦状況」を例会場に配布し

て進捗状況を確認しあった。

わが西クラブはこの 6 月 30 日までに大物メンバー4 名が音を立てて退会された。即ち、初代、4 代、   

15 代（ＡＧ経験）、17 代の各会長さんの 4 名である。

創設以来経験した事の無い 38 名と言う危機的会員数となった。

この現状に危機感を持ち、何としてもこの現状から脱却しなければならないと言う強い意識をクラブ全員

に訴えてそれを皆が共有する事が私の責任「会員増強委員会」の役割だと言い聞かせた。半分が過ぎた、

1 月 19 日で 7 名増強だ。10 名目標にあと一息だ。「みんなでやるんだ。必ず出来る」。

私たちは忘れない！ 出来ることは惜しまない！

栃尾ロータリークラブ幹事 韮沢 信栄

12 月 20 日(火)、栃尾ロータリークラブ毎年恒例の家族同伴ク
リスマス例会に、東日本大震災によって福島県（いわき市、郡山
市、浪江町）から長岡市栃尾地域に避難されている 4 家族 8 名の
方々から、お子様連れでおいでいただきました。メンバーから
各自 1 品以上のプレゼントを持ち寄ってのアトラクションや、
お子様達へサンタクロースからのプレゼントなど、“家族離れ離
れで暮らしている皆様に喜んでいただけたら…”と、いつもより
も趣向を凝らして企画いたしました。そのかいあってか、お子様
方の明るい笑顔を見ることもでき、我々メンバーにとっても楽し
い一時を過ごすことができました。

しかしながら、震災から 9 ヶ月たった今も、未だに切ない思いをしている方々が大勢います。我々
は、杵渕会長率いる 23 名の小さなクラブですが、月日はたっても悲惨な震災を忘れることなく、
“出来ることは惜しまずやろう！”ということでメンバーの意識も高まり盛会に終わりました。

入会が認められ共に喜びあう田中会員増強委員長と
新会員の皆さん
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クリスマス訪問

十日町北ロータリークラブ 会報担当 尾身 幹雄

当クラブ創立 1968 年で本年度早くも 44 年を迎えた。その時からロータリーの精神に則り社会奉仕委員

会基本事業の一環に定義つけ、十日町市内各所に開設されている保育園並びに幼稚園にクラブ員が

サンタクロースに変身してクリスマス訪問を実施している。この事業については 2007-2008 年度に意義ある

業績賞（ＲＩ会長賞）を受賞している。

当日参加するのはサンタのほかに、動物のぬいぐるみも 3 体参加して人気があった。例年クラブの例会

日にあわせた日程で行われ、本年は 12 月 21 日、22 日の 2 日間に渡りクリスマスプレゼントを持って一足

早いクリスマス訪問が行われた。全員で手分けして、会員は 25 名、車両数 7 台、訪問先は 25 箇所でその

園児数は 1,500 名である。ささやかなプレゼントの中にはかわいいクリスマスカードも入れてある。園児たち

はこの日を大変待ちわびて、鈴を鳴らして入ると、どっと歓声が上がった。本年は米山奨学生（英国出身）

も参加し英語で対応して盛会であった。

クリスマスカード ウサギに抱かれてはにかむ子   外国人サンタに戸惑い気味

父兄と記念撮影 出発前に勢ぞろい
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新 入 会 員

内田 直紀

新潟 RC

入会日：2012 年 1 月 10 日

会社名：㈱J リスクマネージメント

役職：代表

職業分類：保険代理店

吉井 直樹

三条 RC

入会日：2011 年 12 月 28 日

会社名：富士電材㈱

役職：代表取締役社長

職業分類：電設資材卸

小野 藤一

長岡東RC

入会日：2012 年 1 月 18 日

会社名：㈱トッキー長岡支社

役職：取締役支社長

職業分類：ビルディング管理

物 故 会 員

心よりご冥福をお祈りいたします。

佐野 孝

白根 RC

ご逝去日：2011 年 12 月 22 日（享年 85 歳）

会社名：医療法人敬成会 白根緑ヶ丘病院

役職：理事長

職業分類：病院経営

2002-2003 年度 ガバナー

荻原 一雄

高田 RC

ご逝去日：2012年 1月 1日（享年 82歳）

会社名：オギハラ工業㈱

役職：相談役

職業分類：農機具製造

金子 昭雄

妙高高原 RC

ご逝去日：2012年1月15日（享年82歳）

会社名：㈱ホテル金甚

役職：会長

職業分類：リゾートアンドスポーツ

1993-1994 年度 会長

２月 地区の予定  ～～世界理解月間～～

2012 年 2 月 地 区 主 要 行 事 会 場

4 (土) 第 2 回米山奨学委員長セミナー ANA クラウンプラザホテル新潟

18 (土) 第 2 回ロータリー財団セミナー ホテルオークラ新潟

24 (金) 社会奉仕委員会セミナー まちなかキャンパス長岡

25 (土) 2012-13 年度クラブ会長エレクト研修セミナー（ＰＥＴＳ） 長岡グランドホテル

【ご報告】

「タイ洪水義捐金」にご協力くださってどうもありがとうございました。

各クラブよりご送金いただいた合計 1,638,266 円を、1 月 13 日

「ラタクル会」へ送金いたしました。



第2560地区　2011-12年度　12月末　会員数および出席報告

R　C
例
会
数

出
席
率

会　員　数　

R　C
例
会
数

出
席
率

会　員　数　

7月1日
現在

12月末 
会員数

うち女性 増減
7月1日
現在

12月末 
会員数

うち女性 増減

第1分区(9クラブ) 88.89 332 335 30 3 第5分区(７クラブ) 89.01 297 305 28 8

新発田 3 98.72 79 80 0 1 長岡 3 88.89 41 43 2 2

村上 4 82.86 35 35 6 0 柏崎 3 92.59 44 44 0 0

水原 3 87.30 21 24 1 3 長岡東 3 88.70 68 65 6 -3

中条 4 82.86 35 32 2 -3 柏崎東 4 91.19 43 45 3 2

新発田城南 4 89.70 44 44 6 0 栃尾 3 88.41 22 23 0 1

豊栄 4 93.18 21 22 4 1 長岡西 4 81.25 38 43 5 5

新発田中央 3 93.61 46 47 3 1 柏崎中央 4 92.07 41 42 12 1

中条胎内 3 83.33 28 28 4 0 第6分区(6クラブ） 87.08 149 151 9 2

村上岩船 3 88.41 23 23 4 0 十日町 4 96.31 32 34 0 2

第2分区(9クラブ) 84.10 392 409 23 17 小千谷 3 85.71 33 37 4 4

新潟 3 86.23 77 87 0 10 雪国魚沼 3 78.90 22 20 1 -2

新潟東 3 94.14 54 57 5 3 十日町北 3 98.55 25 23 2 -2

新潟南 3 87.39 71 75 0 4 津南 4 86.00 25 25 2 0

佐渡 3 73.00 14 15 0 1 越後魚沼 4 77.00 12 12 0 0

新潟西 3 72.39 34 34 1 0 第7分区(9クラブ) 83.02 319 320 20 1

佐渡南 3 87.00 44 44 6 0 高田 3 87.62 69 67 1 -2

新潟北 4 84.46 36 36 0 0 直江津 3 87.72 44 44 2 0

新潟中央 3 90.91 22 22 2 0 新井 4 67.64 33 34 2 1

新潟万代 4 81.41 40 39 9 -1 糸魚川 4 83.88 36 35 0 -1

第3分区(6クラブ) 75.65 148 149 6 1 妙高高原 4 100.00 6 6 0 0

新津 4 71.00 25 25 0 0 高田東 3 77.48 36 37 2 1

村松 4 87.50 7 8 0 1 糸魚川中央 3 77.78 36 36 0 0

五泉 4 82.50 22 22 2 0 頸北 4 90.60 16 16 1 0

白根 4 81.86 49 51 2 2 越後春日山 4 74.43 43 45 12 2

新津中央 4 72.73 35 33 1 -2

阿賀野川ライン 4 58.30 10 10 1 0

第4分区(11クラブ) 79.43 372 382 21 10 クラブ数 57 クラブ

三条 4 88.49 52 57 0 5 7月1日　会員数 2,009 人

燕 4 70.18 26 26 0 0 12月末 会員数 2,051 人

加茂 4 75.30 38 39 5 1 女性会員数 137 人

三条南 4 92.12 48 49 0 1 純増減会員数 42 人

分水 4 92.74 32 31 2 -1 当月平均出席率 83.81 ％

見附 4 76.00 16 18 1 2

吉田 3 85.00 37 37 3 0

三条北 4 77.14 66 68 4 2

巻 3 76.10 14 14 0 0

田上あじさい 5 74.95 5 6 1 1

三条東 4 65.71 38 37 5 -1
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公益財団法人として新たなスタートの年に 

2012 年の年頭に当たり、嬉しいご報告をいたします。この数年間、全国 34

地区から選出された理事・評議員の皆さまにご検討頂いてきた、公益法人移

行の申請作業が終了し、1月 4日付で公益財団法人ロータリー米山記念奨学会

としての登記が完了しました。事業内容はこれまでと変わりませんが、法律

の改正を受け、「評議員」の役割が変わって 4年間の任期となり、また、決算

報告などの提出先が従来の文部科学省から内閣府に変わるなど、ガバナンス

上の変更があります。 

ロータリアンの減少もあって寄付は厳しい状況ですが、今後とも公益財団法人ロータリー米山

記念奨学会へのご支援をお願いいたします。（事務局長 坂下博康） 

寄付金速報 ― 2012 年もよろしくお願いします ― 

12 月までの寄付金は前年同期と比べて 2.6％減、約 2,000 万円減少の 7億 9,200 万円となりま

した。普通寄付金が 1.2％減、特別寄付金が 3.1％減でしたが、5 人の方々から各 100 万円のご

寄付をいただいたこともあり、12 月単月だけで比較すると約 760 万円増加しました。多くの皆

様からのご支援に心から感謝申し上げます。 

なお、今月初めに「2011 年度 下期普通寄付金のお願い」を各ガバナー事務所経由で全クラブ

宛にメール等でお送りしています。普通寄付金は当会事業の安定財源となる大切なご寄付です。

毎年金額が変動する特別寄付金だけでは、留学生への奨学金給付という公益事業の安定的・継続

的な財源とはなりません。ぜひ当会の事業内容をご理解の上、普通寄付金のご送金をよろしくお

願いいたします。 

台湾学友会総会・ロータリークラブ訪問記 

12 月 17 日、社団法人中華民国扶輪米山会（台湾米山学友会）の年次総会が台北市内で開かれ

ました。100 人を超える学友のほか、日本からは第 2600・2750・2660 地区のロータリアン約 20

人が参加。例年行われる外部講師の講演、理事会報告、新入会員の紹介に加え、台湾学友会が支

援する日本人奨学生がスピーチをしました。 

また、今回の出張では、台湾の米山学友が中心となっている

3 つのクラブを訪問しました。日本語を公用語とし 17 年の歴

史を持つ台北東海ＲＣ、米山学友がチャーター幹事を務め、台

湾で 3 番目の日本語クラブとして昨年設立されたばかりの台

北南山ＲＣ、台中の米山学友が中心となって設立した台中文心

ＲＣ（例会は中国語）。どのクラブもそれぞれの特徴を大事に

しながら発展しています。台湾では新世代クラブの増加が著し

く、台中文心ＲＣが最近設立した子クラブの平均年齢は 32 歳、また、台北南山ＲＣが属する第

3520 地区では、ここ数年間で 4 つの新世代クラブが誕生したそうです。台湾のロータリー会員

数は昨年 12 月末時点で約 21,500 人ですが、5年半前に比べて約 4,500 人、約 26％も増加してい

ます。台湾学友会による奨学事業や新世代クラブの増加を見て、日本の米山記念奨学事業が撒き、

育てた奉仕の理想が、台湾で花開いていることを実感しました。（事務局長 坂下博康） 

1 

2 

3 

活動報告のなかで子クラブの紹介をする
台中文心ＲＣの林岳毅さん 



 

地区大会で米山セッション ― 第 2660 地区 ― 

2011 年 11 月 11-12 日に開催された第 2660 地区 地区

大会第 1日目に、「米山修了生とともに理想の米山奨学生

像を語る」をテーマとするセッションが開かれました。 

登壇したのはこの日のために台湾から来日した許
きょ

國
こく

文
ぶん

さん（1975-77／徳島ＲＣ／羅東西ＲＣ会員）と林
リン

維
ウェー

宏
ホン

さ

ん（1987-88／岡山南ＲＣ／台北民生ＲＣ会員）、そして

第 2750 地区・東京米山友愛ＲＣから 2011-12 年度会長の

林
りん

 芳
ほう

さん（2008-10／東京麻布ＲＣ）と、ギリ・ラムさ

ん（1998-2000／室蘭ＲＣ）の 4 人です。台湾学友会が実施している日本人への奨学金制度や、

ロータリアンとしての具体的活動など各人がスピーチをした後、地区米山奨学委員長の武島秀吉

氏がコーディネーターを務めて、パネルディスカッションが行われました。 

また、今地区大会では同地区初の試みとして、奨学生・学友

が母国のお茶を提供するコーナーが設けられました。学友や奨

学生が自ら用意したというお茶はバラエティに富んでおり、「こ

れはどんな味？」と、奨学生らに話しかけながら喉を潤すロー

タリアンの姿が多く見られました。同地区学友会会長の朴
ぼく

日
にち

さ

ん（2003-04／大阪東淀ちゃやまちＲＣ）は、「日ごろお世話に

なっているロータリアンの皆さんが楽しんで下さって嬉しい。

来年はもっと沢山の方に味わっていただければ」と、笑顔で抱負を語ってくれました。 

ロータリアンの家族から台湾学友会に寄付 

この第 2660 地区大会に参加した台湾学友会の許國文さんと

林維宏さんに、ロータリアンのご家族から嬉しい申し出があり

ました。同学友会が日本への恩返しとして、台湾に留学する日

本人学生を奨学支援していることに感銘を受けた西谷文江さ

んが毎年 10 万円を 4 年間、この奨学事業のために寄付したい

と申し出てくださったのです。西谷さんは同地区米山記念奨学

副委員長を務める西谷雅之氏のお母様で、添えられていた手紙

には「大学に入学した孫の学業成就を願い、寄付先を模索して

いたところ、貴学友会の日本人支援奨学金のことを聞き、同じ

日本人として大変感謝するとともに、私も微力ながらお手伝い

させて頂きたいと思うようになりました」とありました。 

台湾学友会では、今年の 3期生から奨学人数を 2人に増やし、これまでの奨学生とも交流を続

けて、若い日本人への支援にますます意欲的に取り組んでいます。それに共感したロータリアン

のご家族からの寄付に、同学友会理事長の許さんはあらためて深い感謝の意を表しています。 

昨年 1年間（1～12 月）で 2,000 円以上の特別寄付をされた方、もしくは普通寄付金の領収証を

申請したクラブには、1月末日までに（確定申告に間に合うように）、認定証の写しが

付いた申告用領収証をロータリークラブ宛に送付します。 

（財)ロータリー米山記念奨学会 
〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 
 黒龍芝公園ビル 3F 

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281 
E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp 
URL：http://www.rotary-yoneyama.or.jp/

編集担当：野津
の づ

・峯
みね

4 

確 定 申 告 用 領 収 証  ～ 1 月 末 日 ま で に ク ラ ブ へ お 届 け し ま す ～  

今年もよろしく
お願いします! 

5 

西谷文江さん（前列左）からの寄付を
受け取る許さん（同右）と林さん 



平 成 ２ ４ 年 １ 月 ２ ５ 日           

ガ バ ナ ー 各 位           
ロータリー文庫運営委員会
委 員 長      新 藤 信 之

拝 啓
新春の候、貴ガバナーはじめスタッフの皆様には益々ご健勝にてご活躍の事とお慶
び申し上げます。また常々文庫へのご協力を心から感謝致しております。
このたびは、下記９点をご紹介いたしますので「ガバナー月信」にご掲載下さるよ
うお願い致します。
なお今後ともご活躍とご成功を心からお祈り致しております。

敬 具

追 伸 下記ご掲載の場合は［申込先］もご記載下さるようお願い致します。

文 庫 通 信 （293号）

「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年
  に創立された皆様の資料室です。
  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万３千点を収集・整備

し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、
  文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承りま

す。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、

  ご活用願います。 以下資料のご紹介を致します。

新着の文献から

◎「例会出席して、何を学ぶの？」 亀井義弘 2011 4p
  （我が心の原点、ロータリー）
◎「ロータリークラブの弱体化と対応策」 関口宗男 他編 2011 2p

  （ロータリーの軌跡と展望及びロータリーの基本についての解説）
◎「SAAについて その１～４」 深川純一 2011 4p

  （純ちゃんのコーナー PartⅩ）
◎「シェルドン登場」 田中 毅 2011 4p

  （シェルドンの森 ロータリーの真実を求めて）
◎「ロータリーの危機」 田中 毅 2011 13p   （D.2790地区大会記念誌）

◎「ロータリー活動と意識について－ロータリー歴の長い会員と短い会員」
  丹羽司一 2011 13p
   （ロータリーに関する意識と活動について－ロータリーに未来を考える）
◎「ロータリーの理想」 ビチャイ・ラタクル 2011 10p

  （D.2790地区大会記念誌）
◎「こころの中を見つめよう 博愛を広げるために」 武笠和夫 2011 2p

  （社会教育№783）
                      ［上記申込先：ロータリー文庫]
◎「職業奉仕の源 社是・社訓他」 宝塚中RC 2011 17p

                 ［申込先：宝塚中RC FAX(0797)83-1110]
   ロータリー文庫             

〒105－0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階
  TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506    http://www.rotary-bunko.gr.jp

開館＝午前 10 時～午後 5 時  休館＝土・日・祝祭日
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